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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫
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　お話は「中国帰還者連絡会」の小山一郎さん（左端の写真）。


　司会は、小山さんを紹介してくださった若葉町在住のむらき和子さん（右写真）。


　小山さんは八七才のご高齢で、足もお悪いにも拘わらず、かくしゃくとした話しぶりで、少しでも多くの方に自分の体験を伝えたいとの思いが溢れていました。「今の安倍政権の閣僚は十八名中十五名が靖国派であり、どんな日本を作ろうとしているのか恐ろしい」「自衛隊が攻撃的な装備で米軍と一緒になって、敵前上陸の訓練をやっているが、専守防衛を大きく逸脱している」と語り始めた小山さんの衝撃的なお話。


　二十歳で入隊した小山さんは、即中国・山東省へ送られ初年兵訓練を受けたが、「軍隊というところは、まさに「格子なき牢獄」。人間性はいっさい認めない、主権はなくすべて命令で動く。どんな頑固な人間でも、初年兵三ヶ月で変わる。変わらなければ死ぬ以外ない」。淡々と話されるがゆえに胸に重く沈みました。人間性の崩壊はさらに続く。初年兵の度胸をつけるためと、生きた人間を銃剣で刺し殺す訓練には、太陽が黄色く見えたと表現されました。そして「三光作戦」（注１）。戦争は人間を鬼にする。平常な精神ではいられない世界。それに耐えられない者は死ぬしかない。日清・日露を含めて百年間、中国を戦場にして戦争をし、多大な犠牲者を出してきた日本だが、中国人の強制連行、拉致の損害賠償を求める裁判で「国家無答責」（注２）で退け、逃げる裁判所。従軍慰安婦の問題についても、まさに鬼畜の行動だったと。


　最後に、五年間のシベリア抑留の後過ごした中国撫順戦犯管理所での生活について、「ここでの６年間は、私のその後の人生を決めた本当に貴重な時間だった。鬼が人間性を取り戻したのだ」。そして、「今は歴史の転換点だが、決して戦争をしてはいけない」と結ばれました。                          　


　(文責・三宅征子)








＜9月(第28回)例会＞9月30日(日)13時半


清水雅彦さんのお話


市民的自由と治安政策


清水雅彦さんは、憲法学･明治大学兼任講師


 会評論社｢治安政策としての『安全･安心街


 くり』----監視と管理の招聘｣の著者です。





　調布｢憲法ひろば｣６月(第25回)例会は23日(土)13時半から、あくろす２階第１会議室で開催。参加は28人。
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　<注１>　日本軍が華北の八路軍の拠点を根絶しようと行なった。三光とは、殺光（殺し尽す）焼光（焼き尽す）槍光（そうこう＝奪い尽す）の意味。


　<注２>　大日本帝国憲法のもとでは、官吏は天皇に対してのみ責任を負い、公権力の行使に当たる行為によって市民に損害を加えても国家は損害賠償責任を負わないとする、「国家無答責の法理」が通用していた。


（ウィキペディアより）








E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html








　恒例となった「合宿形式」の例会です。会場の八王子「大学セミナーハウス」は京王線北野駅からバスで10分、そこから徒歩５分。緑に囲まれた静かな避暑地です。
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　梅林さんは太平洋地域の国境を越えた反核ネットワーク「太平洋軍備撤廃運動」の国際コーディネーター。講演では、①ソ連崩壊後のアメリカの世界戦略、②在日米軍の実態と再編の狙い、③自衛隊と在日米軍、など軍事情勢の基礎知識を整理していただきます。


　＜参考図書＞「米軍再編」岩波ブックレット500円（事務局にあります）。


ビデオ「国民的憲法合宿」上映


　改憲派と護憲派の討論、街頭での人々との話し合いの様子を収録したものを上映します。








